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コ
ラ
ム

清流・球磨川下り（撮影：長野良市氏）

球磨川は熊本県水上村を水源とし、
中流の人吉市、球磨村を貫流し、北
上して八代市を経て八代海に流れる
日本三大急流のひとつ。普段は清流
下りやカヌー、ラフティングなどで
親しまれてきたが、2020年７月豪雨
では、人吉市内や球磨村など流域町
村の集落に大きな被害をもたらした。

写真キャプション

7
月
初
旬
の
豪
雨
で
熊
本
県
南
部
を
横
断
す
る
球

磨
川
が
氾
濫
し
た
。
す
ぐ
に
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
が
、

人
吉
市
で
農
家
女
性
の
働
く
場
と
し
て
運
営
さ
れ
て

い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ひ
ま
わ
り
亭
」
と
、
そ
れ
を
主

宰
す
る
旧
知
の
本
田
節
さ
ん
の
安
否
で
あ
っ
た
。
ひ

ま
わ
り
亭
は
市
の
中
心
街
と
球
磨
川
を
挟
ん
で
ち
ょ

う
ど
反
対
側
の
川
沿
い
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
だ
。

や
っ
と
電
話
が
通
じ
た
と
き
は
、
停
電
、
自
宅
か
ら

ひ
ま
わ
り
亭
ま
で
は
道
が
冠
水
し
て
い
て
近
づ
け
な

い
と
の
こ
と
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
施
設
は
2
メ
ー

ト
ル
近
く
浸
水
し
、
泥
水
で
覆
わ
れ
た
。

す
ぐ
に
駆
け
つ
け
た
の
が
、
益
城
町
「
益
城
だ
い

す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
き
ま
ま
に
」の
吉
村
静
代
さ
ん
、

南
阿
蘇
村
の
写
真
家
で
九
州
学
び
舎
を
主
宰
す
る
長

野
良
市
さ
ん
た
ち
。
福
岡
県
、
宮
崎
県
か
ら
も
ま
ち

づ
く
り
グ
ル
ー
プ
が
ひ
ま
わ
り
亭
に
救
援
物
資
を
携

え
て
糾
合
し
た
。
実
は
2
0
1
6
年
に
熊
本
県
北
部

を
襲
っ
た
熊
本
地
震
の
際
に
は
、
県
南
部
の
本
田
節

さ
ん
た
ち
が
、
益
城
町
の
吉
村
さ
ん
や
南
阿
蘇
村
な

ど
被
災
市
町
村
へ
の
救
援
物
資
の
配
布
や
炊
き
出
し

に
、
数
週
間
以
上
に
わ
た
っ
て
お
も
む
い
た
。

今
回
、
自
ら
も
被
災
し
な
が
ら
片
付
け
に
め
ど
が

立
っ
た
本
田
さ
ん
は
、
ひ
ま
わ
り
亭
に
泊
ま
り
込
ん

だ
吉
村
さ
ん
ら
と
と
も
に
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
駆
っ

て
い
ち
早
く
市
内
、
球
磨
村
、
相
良
村
な
ど
の
被
災

者
に
、
炊
き
出
し
や
物
資
の
配
布
を
お
こ
な
っ
た
。

長
年
に
わ
た
っ
て
活
動
と
連
携
を
蓄
積
し
て
き
た
人

吉
球
磨
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。
行
政
の
支
援
が
届
か
な
い
と
こ
ろ

で
誰
が
困
っ
て
い
る
か
、
本
田
さ
ん
た
ち
に
は
手
に

取
る
よ
う
に
分
か
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
動
き
を
支
援
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い

は
、
オ
ー
ル
九
州
に
、
ま
た
全
国
に
あ
っ
た
。
し
か

し
そ
れ
を
押
し
と
ど
め
た
の
が
新
型
ウ
イ
ル
ス
だ
。

災
害
発
生
直
後
、
現
地
に
入
っ
た
福
岡
県
や
宮
崎
県

の
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
も
、
そ
れ
以
降
、
足
止
め

さ
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
災
害
を
乗
り
越
え

て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
全
国

に
展
開
し
、
相
互
に
連
携
し
て
き
た
。

ま
ち
づ
く
り
自
体
が
相
互
に
学
び
合
う
こ
と
の
蓄

積
で
あ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
も
盛
ん
だ
が
、
情
報
は

届
い
て
も
ま
ち
づ
く
り
の
情
熱
は
伝
わ
り
に
く
い
。

相
互
の
交
流
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
大
き
な
痛
手
だ
。
何
と
か
支
援
や
学
び
の

復
活
を
願
い
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
発
症
し
た
現

地
武
漢
で
、
な
ぜ
情
報
が
き
ち
ん
と
開
示
さ
れ
、
ウ

イ
ル
ス
が
封
じ
込
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
か
え
す

が
え
す
も
残
念
だ
。

法
政
大
学
名
誉
教
授

岡お
か

﨑ざ
き　

昌ま
さ

之ゆ
き

ま
ち
づ
く
り
の
繋
が
り
で
災
害
を
乗
り
越
え
る

国
内
旅
行
が
観
光
需
要
の
回
復
の
鍵　

令
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２
年
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書
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世
界
の
観
光
の
動
向

世
界
の
観
光
の
動
向

U
N
W
T
O
（
国
連
世
界
観
光
機
関
）

の
2
0
2
0
（
令
和
２
）
年
１
月
の
発
表
で

は
、
2
0
1
9
（
令
和
元
）
年
の
世
界
全
体

の
国
際
観
光
客
数
は
、
前
年
よ
り
約
5
、

4
0
0
万
人
増
（
前
年
比
3
・
8
％
増
）

の
14
億
6
、
1
0
0
万
人
と
な
っ
た
。
2

0
0
9
（
平
成
21
）
年
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
の
影
響
か
ら
減
少
し
た
が
、
そ
れ
以
降

は
10
年
連
続
で
の
増
加
と
な
っ
た
。

2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
の
各
国
・
地

域
の
国
際
観
光
収
入
は
、
米
国
が
2
、

1
4
7
億
ド
ル
で
１
位
と
な
り
、
ス
ペ
イ

ン
が
8
1
5
億
ド
ル
で
２
位
、
フ
ラ
ン
ス

が
6
5
5
億
ド
ル
で
３
位
と
な
っ
た
。
日

本
は
4
2
1
億
ド
ル
（
９
位
（
ア
ジ
ア
で

２
位
））
と
な
り
、
2
0
1
7
（
平
成
29
）

年
の
3
4
1
億
ド
ル
（
11
位
（
ア
ジ
ア
で

４
位
））
に
比
べ
順
位
を
上
げ
た
。

2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
の
各
国
・
地

域
の
国
際
観
光
支
出
は
、
中
国
が
2
、

7
7
3
億
ド
ル
で
１
位
と
な
り
、
米
国
が

1
、
4
4
5
億
ド
ル
で
２
位
、
ド
イ
ツ
が

9
5
6
億
ド
ル
で
３
位
と
、2
0
1
7（
平

成
29
）
年
と
同
順
位
と
な
っ
た
。
日
本
は

2
0
2
億
ド
ル（
16
位（
ア
ジ
ア
で
６
位
））

と
な
り
、
2
0
1
7
（
平
成
29
）
年
の

1
8
2
億
ド
ル（
17
位（
ア
ジ
ア
で
６
位
））

か
ら
金
額
、
順
位
と
も
に
上
げ
た
。

日
本
の
観
光
の
動
向

日
本
の
観
光
の
動
向

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
過
去
最
高

と
な
る
3
、
1
8
8
万
人
（
前
年
比
2
・

2
％
増
）
と
な
り
、
２
年
続
け
て
3
、

0
0
0
万
人
を
突
破
し
、
７
年
連
続
で
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。

ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

は
、
2
、
6
3
7
万
人
で
前
年
と
同
数
に

な
っ
て
お
り
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
全

体
に
占
め
る
割
合
は
82
・
7
％
と
な
っ
た
。

年
間
を
通
じ
て
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
等

と
の
間
の
航
空
便
数
の
増
加
等
が
訪
日
需

要
を
喚
起
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
ア
ジ

ア
で
は
、
中
国
で
14
・
5
％
と
２
桁
を
超

え
る
伸
び
率
と
な
り
9
5
0
万
人
を
超
え

た
一
方
で
、
韓
国
で
は
前
年
比
25
・
9
％

減
と
な
り
、
東
ア
ジ
ア
全
体
と
し
て
前
年

比
2
・
3
％
減
の
2
、2
3
6
万
人
と
な
っ

た
。
東
南
ア
ジ
ア
は
、
A
S
E
A
N
（
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）の
主
要
６
箇
国（
タ

イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
）

の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の
合
計
が

3
8
3
万
人
と
な
り
、
初
め
て
3
8
0
万

人
を
超
え
た
。
欧
州
か
ら
の
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
は
1
9
9
万
人
と
な
り
、
こ
の

う
ち
主
要
５
箇
国
（
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
）
で
は

1
2
9
万
人
と
な
っ
た
。
北
米
か
ら
の
訪

日
外
国
人
旅
行
者
数
は
2
1
0
万
人
と
な

り
、
初
め
て
2
0
0
万
人
を
超
え
、
こ
の

う
ち
米
国
は
1
7
2
万
人
と
な
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
は
62
万
人
、そ
の
他
の
地
域
で
は
、

南
米
が
11
・
1
万
人
、
ア
フ
リ
カ
が
5
・

5
万
人
で
あ
っ
た
。

訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
よ
る
日
本
国
内

に
お
け
る
消
費
額
は
、
2
0
1
2
（
平
成

24
）
年
以
降
、
急
速
に
拡
大
し
、
４
兆
8
、

13

5
億
円（
前
年
比
6
・
5
％
増
）と
な
っ

た
。
ま
た
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
１
人
当

た
り
の
旅
行
支
出
は
、
1
5
8
、
5
3
1

円
（
前
年
比
3
・
6
％
増
）
と
な
っ
た
。

背
景
と
し
て
は
、
１
人
当
た
り
旅
行
支

出
が
比
較
的
高
い
傾
向
に
あ
る
中
国
や
欧

米
豪
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
が
堅
調
に

伸
び
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
欧

米
豪
を
中
心
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会
を
観
戦
し
た

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
平
均
泊
数
が
他
の

旅
行
者
よ
り
も
長
く
、
ま
た
、
宿
泊
費
や

飲
食
費
を
中
心
に
１
人
１
泊
当
た
り
の
単

価
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
体
の
単
価

を
押
し
上
げ
た
。

2
0
1
9
（
令
和
元
）
年
の
訪
日
外
国

人
旅
行
消
費
額
を
費
目
別
に
み
る
と
、
全

体
に
占
め
る
割
合
で
は
、
買
物
代
が
34
・

7
％
と
最
も
高
か
っ
た
。
国
籍
・
地
域
別

に
費
目
別
旅
行
消
費
額
を
み
る
と
、
買
物

代
で
は
、
中
国
が
依
然
と
し
て
9
、

3
6
5
億
円
と
高
い
。
次
い
で
台
湾
、
香

港
、
韓
国
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

1
、
0
0
0
億
円
を
超
え
て
い
る
（
図
1

参
照
）。

国
内
旅
行
が
観
光
需
要
の
回
復
の
鍵

国
内
旅
行
が
観
光
需
要
の
回
復
の
鍵

　
令
和
２
年
版
の
観
光
白
書
は
、
最
近
の
観
光
の
動
向
や
観
光
が
も
た
ら
す

経
済
効
果
を
幅
広
い
観
点
か
ら
分
析
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
直
近
の
影
響
や
対
応
、
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け

て
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
施
策
を
報
告
し
て
い
る
。

令
和
２
年
版
観
光
白
書

令
和
２
年
版
観
光
白
書
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北
海
道

北
海
道
鶴鶴つ

る
つ
る

居居いい

村村む
ら
む
ら

の
取
組

の
取
組

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
誘
客
の
取
組
を
紹
介
す
る
。
北

海
道
道
東
に

位
置
し
、
酪

農
を
基
幹
産

業
と
す
る
鶴

居
村
は
、「
日

本
で
最
も
美

し
い
村
」
の

持
続
可
能
な

観
光
を
目
指

し
た
。
鶴
居

村
の
観
光
資

源
は
、
釧
路

湿
原
に
抱
か

れ
た
豊
か
な

自
然
と
、
村

名
の
由
来
に

も
な
っ
て
い

る
特
別
天
然

記
念
物
タ
ン

チ
ョ
ウ
。
公

共
交
通
機
関

で
の
ア
ク
セ

ス
は
1
日
6

便
の
路
線
バ

ス
又
は
タ
ク

シ
ー
の
み
の

地
域
で
あ
る
が
、
近
年
訪
日
外
国
人
旅
行

者
が
増
加
し
て
い
る
。

鶴
居
村
の
訪
日
外
国
人
実
宿
泊
者
数

の
推
移
を
み
る
と
概
ね
増
加
傾
向
に
あ

る
。
平
均
泊
数
は
約
2
泊
で
推
移
し
て

お
り
、
近
隣
地
域
よ
り
約
1
泊
長
い
傾
向

に
あ
る
。

近
年
は
、
東
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
の

割
合
が
増
加
し
お
り
、
訪
日
外
国
人
旅
行

者
誘
客
の
た
め
の
取
組
は
、
鶴
居
村
観
光

協
会
が
中
心
と
な
り
、
官
民
が
協
力
し
て

行
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
日
本
に
留
学
し
て
い
る
外
国

人
を
対
象
に
２
泊
３
日
の
ツ
ア
ー
を
３
年

間
で
計
３
回
実
施
し
、
参
加
者
に
地
域
の

飲
食
店
等
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
取
組
を

行
っ
た
。
ま
た
、
５
泊
以
上
滞
在
す
る
旅

行
者
に
対
し
、
村
内
で
使
用
で
き
る
商

品
券
等
を
配
布
す
る
事
業
を
５
年
間
実

施
。鶴

居
村
の
観
光
の
閑
散
期
で
あ
る
４
月

下
旬
に
、
同
時
期
に
旅
行
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
ベ
ト
ナ
ム
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

台
湾
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
団
体
と
友
好
交

流
・
観
光
連
携
協
定
を
締
結
し
、
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
た
誘
客
等
も
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
海
外
O
T
A
を
利
用
す
る
旅

行
者
の
質
問
対
応
を
外
部
委
託
に
よ
り
迅

速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
S
N
S
を
活

用
し
て
頻
繁
に
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
等

に
よ
り
、
外
国
人
宿
泊
者
が
増
加
し
、

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
度
か
ら

2
0
1
9
（
令
和
元
）
年
度
で
当
該
施
設

の
売
上
額
は
7
・
5
倍
に
増
加
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の  

拡
大
に
よ
る
影
響
と
対
応

拡
大
に
よ
る
影
響
と
対
応

2
0
2
0
（
令
和
２
）
年
に
入
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴

い
、
多
く
の
国
に
お
い
て
政
府
に
よ
る
入

国
制
限
や
海
外
渡
航
禁
止
等
の
措
置
が
講

じ
ら
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
日
本
向
け
に

限
ら
ず
、
全
世
界
的
に
旅
行
者
の
往
来
が

大
幅
に
減
少
し
た
。

2
0
2
0
（
令
和
２
）
年
２
月
の
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
は
前
年
同
月
比
58
・

3
％
減
の
1
0
8
・
5
万
人
、
同
年
３
月

は
前
年
同
月
比
93
・
0
％
減
の
19
・
4
万

人
、
同
年
４
月
は
前
年
同
月
比
99
・
9
％

減
の
2
、
9
0
0
人
と
な
り
、
1
9
6
4

（
昭
和
39
）
年
の
統
計
開
始
以
降
、
単
月

と
し
て
過
去
最
大
の
下
げ
幅
と
な
っ
た
。

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
減
少
に
よ
り
、

2
0
2
0
（
令
和
２
）
年
１

―

３
月
期
の

訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
は
、
前
年
同
期

比
41
・
6
％
減
の
6
、
7
2
7
億
円
と
な

り
、
大
き
く
減
少
し
た
。

ま
た
、日
本
人
の
国
内
旅
行
消
費
額
も
、

３
月
は
前
年
同
月
比
53
・
1
％
減
の
7
、

8
6
4
億
円
と
な
り
、
2
0
1
0
（
平
成

22
）
年
の
現
行
調
査
開
始
以
降
最
大
の
減

少
率
と
な
っ
た
。

宿
泊
施
設
の
客
室
稼
働
率
の
推
移
を
み

る
と
、
2
0
2
0
（
令
和
２
）
年
３
月
は

前
年
同
月
の
62
・
8
％
か
ら
30
・
9
％
ポ
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図図表表ⅠⅠ--  1155    費費目目別別ににみみるる訪訪日日外外国国人人旅旅行行消消費費額額  

  
資料：観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣ 
注１：（ ）内は費目別旅行消費額。 
注２：〈 〉内は前年比の伸び率。  
 

また、国籍・地域別に費目別旅行消費額をみると、買物代では、中国が依然として 9,365 億円と高

い。次いで台湾、香港、韓国となっており、それぞれ 1,000 億円を超えている（図表Ⅰ- 16）。 
図図表表ⅠⅠ--  1166    国国籍籍・・地地域域別別ににみみるる費費目目別別旅旅行行消消費費額額（（22001199 年年（（令令和和元元年年））））  

  
資料：観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣ 

 
2019 年（令和元年）の訪日外国人旅行者１人当たり旅行支出を費目別にみると、買物代が５万 3,331

円と最も高く、次いで宿泊費（４万 7,336 円）、飲食費（３万 4,740 円）の順となっている。 
国籍・地域別にみると、宿泊費は、英国、フランス、オーストラリア、スペイン、ドイツ、イタリ

ア、米国等の欧米豪の国々が上位を占めている。買物代では中国が 10 万 8,788 円となり、前年に引き続

き最も高かった（図表Ⅰ- 17）。  

29.2%

(13,212億円)

29.4%

(14,132億円)

〈+7.0%〉

21.6%

(9,783億円)

21.6%

(10,397億円)

〈+6.3%〉

10.3%

(4,674億円)

10.4%

(4,986億円)

〈+6.7%〉

3.8%

(1,738億円)

4.0%

(1,908億円)

〈+9.8%〉

34.9%

(15,763億円)

34.7%

(16,690億円)

〈+5.9%〉

0.0%

(20億円)

0.0%

(22億円)

2018年

2019年

宿泊費 飲食費 交通費 娯楽等サービス費 買物代 その他

前年比
全国籍・地域 4488,,113355 +6.5% 14,132 10,397 4,986 1,908 16,690 22
韓国 4,247 -27.8% 1,415 1,177 436 208 1,006 5
台湾 5,517 -5.2% 1,512 1,215 624 198 1,966 1
香港 3,525 +5.0% 1,040 831 365 100 1,186 2
中国 17,704 +14.6% 3,615 2,947 1,220 554 9,365 2
タイ 1,732 +23.1% 507 400 200 60 561 5
シンガポール 852 +13.2% 311 212 94 26 209 1
マレーシア 665 +4.0% 223 158 87 27 168 1
インドネシア 539 -3.4% 185 111 82 19 142 0
フィリピン 659 +11.5% 187 164 73 33 203 0
ベトナム 875 +19.9% 241 229 89 25 291 0
インド 274 +11.0% 128 57 38 8 42 0
英国 999 +38.7% 425 256 139 91 87 0
ドイツ 465 +13.8% 206 113 72 18 57 0
フランス 798 +21.6% 336 200 120 37 104 0
イタリア 324 -3.1% 136 85 53 10 40 0
スペイン 288 +2.4% 118 75 49 13 33 0
ロシア 218 +23.3% 78 54 23 10 53 0
米国 3,228 +11.6% 1,414 821 443 148 400 1
カナダ 670 +12.9% 277 168 106 32 87 0
オーストラリア 1,519 +15.5% 608 380 220 113 198 0
その他 3,040 +27.7% 1,170 744 454 178 492 2

訪日外国人旅行消費額（億円）
総　額国籍・地域

宿泊費 飲食費 交通費
娯楽等
サービス

買物代 その他

（
図
１
）　

国
籍
・
地
域
別
に
み
る
費
目
別
旅
行
消
費
額
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イ
ン
ト
低
下
し
、
統
計
開
始
以
降
最
低
の

31
・
9
％
と
な
っ
た
。
国
の
支
援
制
度
の

活
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
資
金
繰
り
支
援

及
び
雇
用
調
整
助
成
金
と
も
に
既
に
約
５

割
の
施
設
が
活
用
済
み
で
あ
り
、
こ
れ
に

加
え
て
約
４
割
の
施
設
が
支
援
制
度
の
活

用
に
向
け
て
検
討
中
で
あ
っ
た
。

大
手
旅
行
会
社
の
予
約
人
員
は
、４
月
・

５
月
の
海
外
旅
行
、
国
内
旅
行
、
訪
日
旅

行
の
い
ず
れ
も
前
年
同
月
比
で
９
割
以
上

の
減
少
。
中
小
旅
行
業
者
は
、
4
月
が
前

年
同
月
比
88
％
減
、
5
月
は
91
％
減
の
極

め
て
厳
し
い
見
込
み
と
な
っ
た
。
資
金
繰

り
支
援
及
び
雇
用
調
整
助
成
金
と
も
に
約

４
割
の
事
業
者
が
活
用
中
で
あ
り
、
こ
れ

に
加
え
て
約
５
割
の
事
業
者
が
支
援
制
度

の
活
用
に
向
け
て
検
討
中
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
政
府
は
感
染
拡
大
を

防
止
し
、早
期
に
収
束
さ
せ
る
と
と
も
に
、

雇
用
の
維
持
、
事
業
の
継
続
、
生
活
の
下

支
え
を
当
面
、
最
優
先
に
全
力
で
取
り
組

む
べ
く
、
累
次
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

事
業
の
継
続
の
た
め
の
資
金
繰
り
支
援
と

し
て
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
等
に
お
け
る

5
、
0
0
0
億
円
の
緊
急
貸
付
・
保
証
枠

を
確
保
し
、
公
庫
等
に
よ
る
貸
付
や
信
用

保
証
協
会
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
な
ど
を
行
っ
た
。
雇
用
維
持
の
た
め
の

支
援
と
し
て
は
、
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ

い
て
、
日
中
間
の
人
の
往
来
の
急
減
に
よ

り
影
響
を
受
け
た
一
定
の
事
業
主
に
対
す

る
支
給
要
件
の
緩
和
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら

に
つ
い
て
、
地
方
運
輸
局
等
に
特
別
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
事
業
者
の
状
況
や
要
望

を
聞
き
取
り
、
活
用
可
能
な
支
援
策
の
紹

介
や
関
係
部
局
と
連
携
し
た
支
援
を
実
施

し
た
。

さ
ら
に
、
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済

活
動
の
両
立
を
図
る
た
め
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
、
今
後
の
本
格
的
な
社
会
経
済

活
動
の
再
開
に
向
け
、
安
心
・
安
全
に
旅

行
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

再
び
の
地
方
創
生
に
向
け
て

再
び
の
地
方
創
生
に
向
け
て

日
本
人
の
国
内
旅
行
消
費
額
は
日
本
国

内
に
お
け
る
旅
行
消
費
額
の
約
８
割
を
占

め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
６
割
を
地
方
部

が
占
め
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
が
落
ち
着
き
次
第
、
日
本

人
の
国
内
観
光
需
要
を
喚
起
さ
せ
る
こ
と

が
、
観
光
に
よ
る
再
び
の
地
方
創
生
に
向

け
た
第
一
歩
と
な
る
。

若
い
世
代
ほ
ど
旅
行
を
実
施
し
て
い
る

割
合
が
高
く
、
概
ね
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

特
に
19
歳
以
下
で
は
そ
の
傾
向
が
顕
著

に
み
ら
れ
、
2
0
1
4
（
平
成
26
）
年
以

降
６
年
連
続
で
上
昇
し
、
2
0
1
9
（
令

和
元
）
年
に
は
64
％
と
な
っ
た
。
一
方
、

60
～
79
歳
は
低
下
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
2
0
1
9
（
令
和
元
）
年
は
47
％

と
な
っ
た
。

全
体
で
は
旅
行
経
験
率
は
低
下
し
て
お

り
、
増
加
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
旅
行

に
対
す
る
阻
害
要
因
を
取
り
除
い
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
旅
行
の
阻
害
要
因

を
見
る
と
、「
仕
事
な
ど
で
休
暇
が
と
れ

な
か
っ
た
」、「
家
族
、
友
人
等
と
休
日
が

重
な
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
働
き
方
や
休

暇
に
関
す
る
要
因
が
上
位
と
な
っ
た
。
こ

の
２
つ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
就
労
割
合

が
高
い
「
20
代
～
50
代
」
が
占
め
る
割
合

が
特
に
高
い
（
図
2
参
照
）。

日
本
人
の
旅
行
実
施
時
期
に
つ
い
て
月

別
の
旅
行
消
費
額
を
み
る
と
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
あ
る
５
月
と
お
盆
休
み
等

長
期
休
暇
を
取
得
す
る
８
月
に
偏
り
が
み

ら
れ
、
旅
行
時
期
を
柔
軟
に
選
択
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
日
本
人
全

体
の
旅
行
経
験
率
を
引
き
上
げ
て
い
く
に

は
、
休
暇
の
分
散
化
や
、
出
張
の
つ
い
で

に
出
張
先
で
旅
行
を
楽
し
む
ブ
レ

ジ
ャ
ー
、
休
暇
中
に
滞
在
先
で
仕
事
を
す

る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
多
様
な
休

み
方
や
働
き
方
が
可
能
と
な
る
環
境
づ
く

り
が
重
要
と
な
る
。

国
内
宿
泊
観
光
旅
行
の
旅
行
者
数
は
伸

び
て
い
な
い
が
、
消
費
単
価
及
び
消
費
額

は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
人
口
減
少
が
進
む

な
か
、
旅
行
の
高
付
加
価
値
化
が
重
要
と

い
え
る
。
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図図表表  IIII--1122  国国内内宿宿泊泊旅旅行行経経験験率率のの推推移移  

 

資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」 
注：旅行経験率は、観光・レクリエーション目的の国内宿泊旅行を実施した人数を人口で除した値。 
 

国内宿泊旅行の実施回数の割合を年代別に見ると、若い世代ほど旅行している割合が高く、回数も多い傾

向がうかがえる。 
図図表表  IIII--1133  国国内内宿宿泊泊旅旅行行のの実実施施回回数数別別構構成成比比  

 
資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」観光レクリエーション目的 
 

次代を担う若年層の旅行経験率が上昇していることは、人口減少が見込まれる中、日本人の国内旅行市場

の活性化において明るい材料である。一方で、全体では旅行経験率は低下しており、増加させていくために

は、旅行に対する阻害要因を取り除いていくことが重要である。 
旅行の阻害要因を見ると、「仕事などで休暇がとれなかった」、「家族、友人等と休日が重ならなかった」

という働き方や休暇に関する要因が上位となった。この２つの理由については、就労割合が高い「20 代～

50 代」が占める割合が特に高い。 
図図表表  IIII--1144  旅旅行行のの阻阻害害要要因因（（22001199 年年））  

【全体】                                 【年代別構成比】 

  
資料：公益財団法人日本交通公社「旅行年報 2019」より観光庁作成（理由上位６位を抜粋） 
 

日本人の旅行実施時期について月別の旅行消費額をみると、ゴールデンウィークのある５月とお盆休み等

長期休暇を取得する８月に偏りがみられ、旅行時期を柔軟に選択できていないことがうかがえる。なお、訪

日外国人旅行者についてみると、年間を通してほぼコンスタントに旅行消費がなされている。 

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

全年齢 19歳以下 20~39歳 40~59歳 60~79歳

48.0%

36.7%

41.5%

47.4%

56.9%

21.0%

27.1%

24.2%

24.7%

17.6%

26.4%

32.6%

28.5%

24.0%

21.9%

4.6%

3.6%

5.8%

3.9%

3.5%

全体

19歳以下

20~39歳

40~59歳

60歳以上

0回 1回 2~5回 6回以上

33.7%

31.4%

27.2%

25.0%

15.8%

14.7%

仕事などで休暇がとれなかった

家族、友人等と休日が重ならなかった

家計の制約がある

何となく旅行をしないままに過ぎた

混雑する時期に旅行をしたくなかった

ペットがいるので

76.3%

78.0%

71.2%

60.3%

60.7%

67.5%

21.6%

20.9%

28.1%

36.9%

38.2%

32.5%

仕事などで休暇がとれなかった

家族、友人等と休日が重ならなかった

家計の制約がある

何となく旅行をしないままに過ぎた

混雑する時期に旅行をしたくなかった

ペットがいるので

１０代 ２０代～５０代 ６０代以上

（
図
２
）
旅
行
の
阻
害
要
因
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フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくり

大
口
町
の
概
要

大
口
町
は
愛
知
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、

犬
山
扇
状
地
の
東
南
部
に
位
置
す
る
「
木
の

葉
」
の
形
を
し
た
ま
ち
で
す
。
東
西
約
３
・

６
㎞
、
南
北
約
６
・
１
㎞
、
総
面
積
は
13
・

61
㎢
。
海
抜
40
ｍ
か
ら
海
抜
15
ｍ
の
ゆ
る
い

傾
斜
に
な
っ
て
お
り
、
地
質
は
木
曽
川
か
ら

の
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
沖
積
層
を
な
し
、
耕

作
に
適
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の

真
ん
中
を
北
東
か
ら
南
西
に
向
か
っ
て
五
条

川
が
流
れ
、
川
の
堤
に
は
「
日
本
さ
く
ら
１

０
０
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
桜
並
木
が
続
く
、

田
園
風
景
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

一
方
で
、
昭
和
30
年
代
か
ら
積
極
的
に
企
業

誘
致
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
製
造
業
を
中
心

に
、
約
６
７
０
社
を
超
え
る
企
業
が
町
内
各

所
に
点
在
し
て
お
り
、
人
々
の
生
活
と
産
業
、

自
然
が
調
和
し
た
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
本
町
は
、
国
宝
松
江
城
を
築
城
し
た

武
将
、
堀
尾
吉
晴
公
の
生
誕
地
と
し
て
も
知

ら
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
の
松
江
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携
以
降
、
官
民
問
わ
ず
多
方
面
の

交
流
が
活
発
に
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

～
子
ど
も
た
ち
の
保
育
園
を
私
た
ち
の
手
で
～

平
成
29
年
３
月
、
本
町
に
３
園
あ
る
公
立

保
育
園
の
一
つ
「
大
口
町
立
北
保
育
園
」
が 

新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
北
保

育
園
は
昭
和
51
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

老
朽
化
が
進
み
、
園
舎
の
所
々
で
修
繕
が
必

要
と
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
建
て
替
え
を
す

る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
か
ら
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て

建
て
替
え
ら
れ
た
園
舎
は
、
自
然
の
ぬ
く
も

り
と
や
さ
し
い
木
の
香
り
が 

元
気
な
子
ど

も
達
を
包
み
、癒
し
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
園
舎
の
建
て
替
え
に
は
、
現
場
に
立

つ
保
育
士
の
意
見
も
多
く
反
映
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
ど
も
達
の
成

長
を
願
う
、
大
勢
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
手
に

よ
り
、約
３
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
、

ま
さ
に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
具
現
化

▲

武
家
屋
敷
風
に
建
て
ら
れ
た 

北
保
育
園
の
新
し
い
園
舎

現地レポート 町村独自のまちづくり

愛知県

大口町
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木
造
園
舎
建
築
に
よ
る

木
造
園
舎
建
築
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
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働
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ま
ち
づ
く
り

大お
お

口ぐ
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町ち
ょ
う

愛
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フォーラム

し
た
公
共
施
設
整
備
で
あ
り
ま
し
た
。

施
設
整
備
の
課
題
と
取
組　

～
保
育
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
～

保
育
園
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
保
育
環
境

の
充
実
を
第
１
に
考
え
つ
つ
、
次
の
よ
う
な

点
を
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

⑴
早
朝
・
延
長
保
育
環
境
の
充
実

⑵
母
子
通
園 

専
用
施
設
の
設
置

⑶
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

⑷�

地
域
住
民
の
サ
ロ
ン
的
活
用
可
能
な
ス

ペ
ー
ス
の
確
保

⑸�

環
境
に
配
慮
し
た
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
取
組

園
舎
の
特
徴
と
し
て
、
通
常
の
保
育
園
活

動
に
加
え
、
未
就
園
児
の
保
護
者
へ
の
情
報

提
供
や
育
児
相
談
、
出
産
を
控
え
た
方
の
産

前
・
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
図
る
た
め
の
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
新
設
、
就
学
前
の

心
身
に
発
達
の
遅
れ
や
心
配
ご
と
の
あ
る
園

児
が
、
保
護
者
と
一
緒
に
日
常
生
活
の
自
立

に
向
け
て
通
園
す
る
「
母
子
通
園
施
設
」
の

整
備
な
ど
、
子
育
て
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
地
域
住
民
が
集
い
、
保
育
園

活
動
に
参
加
し
、
園
児
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
に
よ
る
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
、
あ
る
い

は
、
憩
い
の
場
と
し
て
の
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
の
設
置
、
そ
し
て
、
施
設
が
町
の
避
難

所
と
し
て
地
域
住
民
の
身
近
な
生
活
拠
点
と

な
る
よ
う
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

園
舎
の
設
備
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
の
補

助
制
度
を
活
用
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
整
備

や
、
温
度
変
化
が
少
な
い
地
下
水
を
熱
源
と

し
た
空
調
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
環
境
に

や
さ
し
い
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
整
備

を
決
め
ま
し
た
。

木
造
・
武
家
屋
敷
風
の
園
舎
建
設
に

決
定
！

～
現
場
か
ら
の
想
い
～

大
口
町
は
五
条
川
の
桜
を
代
表
と
す
る
自

然
豊
か
な
町
で
あ
り
ま
す
。
本
町
の
保
育
園

で
は
約
40
年
前
か
ら
木
で
作
っ
た
手
作
り
パ

ズ
ル
を
は
じ
め
、
け
ん
玉
や
銭
ゴ
マ
遊
び
な

ど
を
保
育
の
特
色
と
し
て
取
り
入
れ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
日
々
、
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る

保
育
士
の
中
か
ら
、
園
児
が
最
も
自
然
を
感

じ
、
遊
び
の
中
か
ら
や
さ
し
い
ぬ
く
も
り
が

感
じ
ら
れ
る
、「
木
と
触
れ
合
え
る
園
に
」、

「
園
舎
を
木
造
で
」
と
い
う
意
見
が
多
数
持

ち
上
が
り
ま
し
た
。

～
町
長
の
想
い
～

１
つ
目
、「
子
ど
も
の
記
憶
に
残
る
保
育

園
を
」。

６
歳
ま
で
の
記
憶
は
、
一
生
残
る
も
の
。

木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
自
然
の
ぬ
く
も
り

あ
ふ
れ
る
、
環
境
に
優
し
い
保
育
園
と
し
た

い
と
い
う
想
い
。

２
つ
目
、「
住
ん
で
い
る
土
地
の
歴
史
を

大
切
に
す
る
心
を
育
て
た
い
」と
い
う
想
い
。

北
保
育
園
が
立
地
す
る
大
口
町
中
小
口
地

区
に
は
、
室
町
時
代
後
期
の
長
禄
３
年
（
１

４
５
９
年)

、
武
将 

織
田
広
近
に
よ
っ
て
築

城
さ
れ
た
小
口
城
の
城
址
が
あ
り
ま
す
。

東
西
約
50
間（
約
90
ｍ
）・
南
北
約
58
間（
約

１
０
５
ｍ
）
の
曲
輪
に
２
重
の
堀
と
土
塁
が

廻
ら
さ
れ
た
形
状
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
戦
国

時
代
に
は
犬
山
城
の
支
城
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
と
い
う
話

も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
歴
史
的
文
化
を
後
世
に
継
承
し
た

い
、
こ
の
地
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分

た
ち
の
住
む
地
域
の
歴
史
に
想
い
を
馳
せ

る
き
っ
か
け
と
な
る
建
物
と
し
た
い
と
い

う
想
い
か
ら
、
保
育
施
設
と
し
て
は
非
常
に

珍
し
い
「
武
家
屋
敷
風
」
の
外
観
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

▲
�

玄
関
入
口
に
続
く
通
路
。
東
あ
ず
ま

屋や

は
、
雨
が
降

る
日
な
ど
に
雨
具
の
着
脱
の
場
所
と
も
な

り
、親
子
に
や
さ
し
い
造
り
と
な
っ
て
い
る
。

▲
�

幅
３
ｍ
の
回
廊
。
広
い
回
廊
は
、
天
候
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
遊
び
の
場
と
し
て
利
用

で
き
る
他
、
地
域
の
方
と
の
交
流
の
場
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

▲�遊戯室。天井が高く造られ、風通しがよく、光が入るよう
設計されている。地域の指定避難所としても活用される。
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フォーラム

保
育
士
や
町
長
、
関
係
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
、
そ
し
て
社
会
的
背
景
か
ら
、
北
保
育

園
建
て
替
え
構
造
は
「
木
造
」、外
観
は
「
武

家
屋
敷
風
」
に
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
す
。

「
住
民
・
企
業
・
行
政
」
が

協
働
し
て
取
り
組
ん
だ
園
舎
建
設

～「
木
こ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

立
ち
上
が
る
～

北
保
育
園
建
て
替
え
事
業
が
も
ち
上
が
っ

た
際
、
町
内
に
本
社
を
置
く
タ
イ
ム
技
研

㈱
よ
り
、「
所
有
林
の
間
伐
材
を
利
用
し
て

も
ら
っ
て
よ
い
」
と
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
す
。

タ
イ
ム
技
研
㈱
は
、
平
成
15
年
11
月
に
創

立
25
周
年
を
記
念
し
て
岐
阜
県
関
市
武
儀
町

の
山
を
購
入
。
７
万
坪
あ
る
広
大
な
森
林
を

「
21
世
紀
創
造
の
森
」
と
名
付
け
、
環
境
保

全
や
社
員
の
体
力
増
進
と
親
睦
の
た
め
に
役

立
て
て
お
ら
れ
、
月
に
２
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
社
員
で
行
っ
て
い
る
間
伐
作
業
で
で
る

木
を
町
に
寄
付
し
た
い
と
い
う
、
願
っ
て
も

な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
の
申
し
出
で
し
た
。

本
町
は
こ
の
申
し
出
を
有
難
く
受
け
止

め
、
山
の
立
木
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
決
め
手
の
一
つ

に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
精
神
」
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
遡
る
こ
と
約
20
年
前
の
平
成
12

年
、
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

を
契
機
に
、
昭
和
の
大
合
併
時
に
お
け
る
教

訓
を
再
確
認
し
な
が
ら
、「
自
主
自
立
の
精

神
を
掲
げ
、
参
画
と
参
加
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
取
り
組
ん
で

き
た
中
、
今
回
の
木
材
の
提
供
は
好
機
と
な

り
ま
し
た
。
全
て
の
材
料
を
市
場
に
お
い
て

調
達
す
る
の
で
は
な
く
、
伐
採
や
木
材
の
引

き
出
し
等
、
材
料
の
調
達
に
地
元
企
業
や
住

民
、
行
政
が
参
画
す
る
、
ま
さ
に
「
参
画
と

参
加
の
協
働
の
ま
ち
」
な
ら
で
は
の
保
育
園

建
設
を
目
指
す
、
大
口
町
で
初
め
て
の
大
規

模
な
取
り
組
み
が
持
ち
上
が
り
ま
す
。

こ
の
構
想
を
形
に
す
る
た
め
、
平
成
26
年

６
月
、
役
場
職
員
５
名
か
ら
な
る
『
木
こ
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
結
成
さ
れ
、『
企
業
、

住
民
、行
政
が
一
つ
に
な
っ
て
み
ん
な
の「
想

い
」
が
つ
ま
っ
た
保
育
園
づ
く
り
を
目
指
そ

う
！
』
と
い
う
理
念
を
実
現
す
る
べ
く
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

～�
園
舎
完
成
を
目
指
し

「
木
こ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
活
動
開
始
!!
～

木
こ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
の
事
業

に
広
く
参
加
を
促
す
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

や
、
丸
太
の
搬
出
方
法
な
ど
を
タ
イ
ム
技
研

㈱
と
と
も
に
検
討
を
重
ね
、
平
成
26
年
12
月

か
ら
タ
イ
ム
技
研
㈱
の
社
員
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
住
民
・
保
育
士
・
行
政
職
員
が
力
を

合
わ
せ
て
丸
太
の
搬
出
作
業
を
開
始
し
ま
し

た
。参

加
者
全
員
が
一
丸
と
な
り
、
１
本
、
そ

し
て
ま
た
１
本
と
、
雪
が
降
り
積
も
る
厳
し

い
状
況
の
中
、
声
を
掛
け
合
っ
て
懸
命
に
運

び
出
し
ま
し
た
。

３
年
間
で
運
び
出
さ
れ
た
丸
太
は
、
な
ん

と
２
３
２
本
。
丸
太
は
集
成
材
等
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
、
遊
戯
室
や
玄
関
、
渡
り
廊
下
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
、
目
に
触
れ
る
箇

所
で
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
29
年
３
月
、
み
ん
な
の
想

い
が
形
と
な
っ
た
北
保
育
園
舎
が
完
成
し
ま

し
た
。

園
舎
完
成
と
木
育
の
充
実　

玄
関
に
そ
び
え
る
の
は
、「
21
世
紀
創
造

の
森
」
の
樹
齢
１
５
０
年
超
え
の
ヒ
ノ
キ
を

伐
採
し
た
原
木
の「
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
」で
す
。

園
舎
は
木
造
平
屋
で　

約
２
、１
５
０
㎡
。

雨
天
で
も
体
を
動
か
せ
る
よ
う
、
幅
３
ｍ
の

回
廊
が
ま
っ
す
ぐ
延
び
、
芝
生
の
園
庭
（
50

ｍ
ト
ラ
ッ
ク
）
を
四
角
く
囲
ん
で
い
ま
す
。

木
材
は
、
タ
イ
ム
技
研
㈱
か
ら
の
提
供
分
と

愛
知
県
豊
根
村
、
岐
阜
県
中
濃
森
林
組
合
及

び
愛
知
県
産
材
を
活
用
し
、
あ
わ
せ
て 

５

４
０
㎥
を
使
用
、
総
工
費
、
11
億
２
、
３
０

０
万
円
を
か
け
て
の
工
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

秋
の
遠
足

園
舎
の
建
設
中
か
ら
、
毎
年
、
町
内
３
園
、

約
１
２
０
名
の
年
長
児
が
、
丸
太
を
切
り
出

し
て
い
た
山
「
21
世
紀
創
造
の
森
」
に
秋
の

遠
足
に
出
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

遠
足
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
タ
イ
ム
技

研
㈱
の
安
全
第
一
に
考
え
た
周
到
な
準
備
と

ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
木
の
伐
採
見
学
や
運

搬
体
験
、
森
の
散
策
、
葉
っ
ぱ
や
木
の
実
の

収
集
な
ど
、
山
と
自
然
な
ら
で
は
の
体
験
を

満
喫
し
て
い
ま
す
。中
で
も
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
使
い
、
大
き
な
木
を
伐
採
す
る
様
子
は
迫

力
満
点
で
、
子
ど
も
達
か
ら
は
大
き
な
歓
声

▲�

玄
関
に
そ
び
え
る 

樹
齢
１
５
０
年
超
の
ヒ
ノ

キ
を
加
工
し
た
「
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
」

▲�

伐
採
し
た
丸
太
の
搬
出
作
業
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フォーラム

と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
す
。

こ
の
森
で
の
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
の
忘

れ
ら
れ
な
い
貴
重
な
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
と

し
て
心
に
残
る
と
と
も
に
、
園
舎
へ
戻
っ
た

と
き
、
ま
た
自
然
へ
の
想
い
が
膨
ら
む
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

 

山
に
木
を　

～
植
樹
体
験
～

令
和
元
年
10
月
に
は
、
平
成
27
年
よ
り

「
21
世
紀
創
造
の
森
」
へ
伺
う
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

山
の
環
境
保
全
の
た
め
に
は
間
伐
作
業
が

大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
が
、
木
を
育
む

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
も
必
要
と
タ
イ
ム
技
研

㈱
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
初
め
て
山
に
植

樹
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
、
本
町
内
で
、
１
０
０
年
以
上

前
か
ら
自
生
す
る
桜
が
３
本
見
つ
か
り
、
こ

の
木
が
本
町
古
来
の
桜
で
あ
る
こ
と
に
着

目
。
ク
ロ
ー
ン
技
術
に
よ
り
培
養
す
る
こ
と

に
成
功
し
、「
お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
」
と
命
名

さ
れ
ま
す
。

こ
の
桜
の
苗
木
を
園
児
た
ち
の
手
で
植
樹

す
る
こ
と
に
な
り
、
準
備
し
た
６
本
の
小
さ

な
苗
木
に
土
を
か
け
、
大
き
く
立
派
に
育
つ

よ
う
、
み
ん
な
で
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
体
験
全
て
が
「
木
育
」
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

受
け
継
が
れ
る
地
域
と
の
交
流

北
保
育
園
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
の
方
々

と
の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
が
、
新
し
い

園
舎
に
設
け
ら
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

は
地
域
の
方
の
活
動
拠
点
と
な
り
、
ふ
れ
あ

い
遊
び
な
ど
保
育
園
活
動
へ
の
参
加
、
木
造

園
舎
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
園
庭
の
芝
刈
り
、

草
引
き
と
い
っ
た
作
業
を
自
主
的
に
お
手
伝

い
い
た
だ
く
な
ど
、
世
代
を
超
え
た
交
流
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
木
造
園
舎
建
築
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
に
よ
り
、
新
園
舎

が
地
域
交
流
の
場
を
担
い
、
よ
り
一
層
、
保

育
園
と
企
業
・
地
域
の
結
び
つ
き
が
強
め
ら

れ
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
意
識
の

醸
成
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
に
は
、
本
町
２
件
目
の

木
造
園
舎
「
大
口
町
立
西
保
育
園
」
を
増
築

し
、
さ
ら
な
る
保
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

大
口
町
長　
　

鈴
木　

雅
博

後
記

～
た
く
さ
ん
の
感
謝
‼　

あ
り
が
と
う
～

北
保
育
園 

園
舎
の
建
設
に
お
い
て
、数
々

の
場
面
で
支
援
い
た
だ
い
た
タ
イ
ム
技
研
㈱

が
、『
21
世
紀
創
造
の
森
の
活
動
か
ら
生
ま

れ
た
住
民
・
企
業
・
行
政
の
連
携
に
よ
る
保

育
園
づ
く
り
と
木
育
の
推
進
』
と
称
し
た
活

動
事
業
が
評
価
さ
れ
、『
２
０
２
０
愛
知
県

環
境
賞
』
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
て
の
保
育
室
・
回
廊
の
腰
板
に

愛
知
県
豊
根
村
産
の
ス
ギ
材
が
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
年
５
月
、
県
産
の

木
材
を
活
用
し
た
建
物
に
贈
ら
れ
る
、『
あ

い
ち
木
づ
か
い
表
彰　

最
優
秀
賞
（
知
事

賞
）』
を
本
町
が
受
賞
し
ま
し
た
。

▲�

年
長
児
が
「
２１
世
紀 

創
造
の
森
」
に
遠
足
に

出
掛
け
、
目
の
前
で
大
き
な
木
が
伐
採
さ
れ

る
様
子
を
見
学
。

▲
�

園
舎
の
油
拭
き

　

�

地
域
の
皆
さ
ん
に
園
舎
の
柱
や
床
・
壁
の
油
拭

き
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
。

▲
�

力
を
合
わ
せ
て
、
伐
採
し
た
ヒ
ノ
キ
の
運
搬

体
験
!!

▲
�

園
児
に
よ
る
桜
の
苗
木
の
植
樹
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国  

政  

情  

報

◎
2
0
2
0
年
の
住
基
人
口
が
過
去
最
多
の

人
口
減
少
に

－

総
務
省

　

総
務
省
は
８
月
５
日
、
2
0
2
0
年
１
月
１
日

現
在
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
を
発
表
し
た
。
総
人

口
（
日
本
人
）
は
１
億
2
、4
2
7
万
1
、3
1
8

人
で
、
前
年
よ
り
50
万
5
、
0
4
6
人
（
0
・

40
％
）
減
少
し
た
。
11
年
連
続
の
減
少
で
、
過
去

最
多
の
減
少
。
ま
た
、
出
生
者
数
は
86
万
6
、

9
0
8
人
で
過
去
最
少
に
。
逆
に
、
死
亡
者
数
は

1
3
7
万
8
、
9
0
6
人
で
過
去
最
多
を
記
録
。

こ
の
結
果
、51
万
1
、9
9
8
人
の
自
然
減
と
な
っ

た
。
年
齢
階
級
別
（
割
合
）
で
は
、
年
少
人
口
は

毎
年
低
下
し
12
・
30
％
、
生
産
年
齢
人
口
も
低
下

が
続
き
59
・
29
％
と
な
っ
た
が
、
老
年
人
口
は
毎

年
上
昇
を
続
け
28
・
41
％
と
な
っ
た
。
都
道
府
県

別
で
は
、
増
加
は
東
京
、
神
奈
川
、
沖
縄
の
３
都

県
で
、東
京
都
で
は
６
万
8
、5
4
7
人
増
え
た
。

ま
た
、
市
区
部
人
口
は
１
億
1
、
3
6
4
万
6
、

7
1
6
人
で
全
体
の
91
・
5
％
、
町
村
部
人
口
は

1
、
0
6
2
万
4
、
6
0
2
人
、
同
8
・
5
％
で
、

市
区
部
は
0
・
33
％
減
少
、
町
村
部
は
1
・
19
％

減
少
。
ま
た
、
団
体
別
で
は
市
区
の
83
％
、
町
村

の
91
％
で
人
口
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
東
京
都
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
「
東
京

都
の
人
口
推
計
（
毎
月
１
日
現
在
）
で
は
、
今
年

５
月
に
1
、
4
0
0
万
2
、
9
7
3
人
に
増
え
た

が
、
６
月
に
は
前
月
比
3
、
4
0
5
人
減
の
1
、

3
9
9
万
9
、
5
6
8
人
に
減
少
し
た
。
例
年
、

４
～
６
月
は
人
口
移
動
等
で
人
口
が
増
え
て
お

り
、
６
月
の
減
少
は
初
め
て
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
関
連
と
の
指
摘
も
あ
る
。

◎
2
0
1
9
年
度
の
食
糧
自
給
率
が
38
％
に

上
昇

－

農
林
水
産
省

　

農
林
水
産
省
は
８
月
５
日
、
19
年
度
の
食
料
自

給
率
を
発
表
し
た
。
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
は
38
％
で

前
年
よ
り
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
サ
ン
マ
・
サ

バ
等
の
魚
介
類
が
不
漁
と
な
り
、
米
消
費
が
減
少

し
た
一
方
、
小
麦
の
単
収
の
増
加
を
反
映
し
た
。

過
去
最
低
と
な
っ
た
前
年
度
よ
り
上
昇
し
た
も
の

の
、依
然
、低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

同
省
は
８
月
７
日
、
農
業
生
産
に
お
け
る
気
候
変

動
適
応
ガ
イ
ド
を
作
成
し
た
。
気
候
変
動
に
よ
る

農
業
生
産
へ
の
影
響
が
顕
在
化
し
て
い
る
た
め
、

産
地
自
ら
が
気
候
変
動
に
対
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
適
応
策
を
実
行
す
る
た
め
の
手
引
き
と

し
て
ま
と
め
た
。
今
回
は
「
水
稲
」「
り
ん
ご
」
が

対
象
で
、引
き
続
き
「
ぶ
ど
う
」「
う
ん
し
ゅ
う
み

か
ん
」
も
近
く
ま
と
め
る
。

　

一
方
、
同
省
は
８
月
25
日
、「
G
o 

T
o 

イ
ー

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」
の
事
業
体
に
合
計
48
事

業
体
を
採
択
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
で
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
飲
食
業
に

対
し
官
民
一
体
で
需
要
喚
起
す
る
も
の
。
内
訳
は

購
入
金
額
の
25
％
を
上
乗
せ
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
食
事
券
を
発
行
す
る
食
事
券
発
行
事
業
者
が
33

府
県
の
35
件
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
の
来
店
者
に
最

大
1
、
0
0
0
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
飲

食
予
約
事
業
が
13
件
。
な
お
、
開
始
時
期
は
感
染

状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
が
、
終
了
は
来
年
３

月
末
と
決
ま
っ
て
い
る
。

◎
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
例
集
」
を
提
出

－

内
閣
府
支
援
チ
ー
ム　

　

内
閣
府
の
ふ
る
さ
と
活
性
化
支
援
チ
ー
ム
は
８

月
５
日
、「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
例
集
」
を
安
倍
晋

三
首
相
に
手
交
し
た
。
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
参
考

と
な
る
事
例
を
、「
環
境
」「
人
と
人
」「
経
済
」

「
教
育
」「
文
化
」
に
分
け
て
1
0
1
事
例
を
紹
介

し
た
。具
体
的
に
は
、地
域
お
こ
し
の
た
め
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
産
地
化
・
商
品
化
し
た
夢
一
輪
館
（
石

川
県
能
登
町
）、自
伐
型
林
業
に
転
換
し
地
域
に
林

業
を
取
り
戻
し
た
自
伐
型
林
業
推
進
協
議
会
（
高

知
県
い
の
町
）、
地
域
活
性
化
・
定
住
・
地
域
防
災

の
拠
点
を
整
備
す
る
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
タ
ウ

ン（
千
葉
県
睦
沢
町
）な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

事
例
集
で
は
、
さ
ら
に
詳
細
を
知
る
た
め
Ｄ
Ａ
Ｔ

Ａ
欄
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
視
察
の
可
否
、
関
連

書
籍
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
内
閣
府
は
８

月
24
日
、「
関
係
人
口
創
出
・
拡
大
官
民
連
携
全
国

協
議
会
」（
仮
称
）
の
創
設
に
向
け
会
員
の
募
集
を

開
始
し
た
。
全
国
の
中
間
支
援
団
体
・
民
間
事
業

者
、
自
治
体
が
対
象
で
、
都
市
部
住
民
の
関
係
人

口
化
に
向
け
た
関
係
団
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
と

す
る
。

　

一
方
、
国
土
交
通
省
は
８
月
17
日
、
2
0
2
1

年
度
の
離
島
留
学
募
集
状
況
を
と
り
ま
と
め
た
。

近
年
、
小
・
中
・
高
校
生
が
離
島
で
暮
ら
し
勉
学

す
る
「
離
島
留
学
」
を
実
践
す
る
学
校
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
離
島
留
学
を
通
じ
た
離
島
活
性

化
の
一
環
と
し
て
体
験
入
学
や
説
明
会
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
学
校
の
リ
ス
ト
を
と
り
ま
と
め
た
。

◎
2
0
1
9
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額

が
初
の
減
少

－

総
務
省

　

総
務
省
は
８
月
５
日
、
2
0
1
9
年
度
の
ふ
る

さ
と
納
税
現
況
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
受
入
総

額
は
4
、
8
7
5
億
円
で
、
前
年
度
よ
り
５
％
減

少
。
連
続
し
て
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
た
寄
付

総
額
が
減
少
に
転
じ
た
。
同
年
６
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
返
礼
品
を
「
寄
付
額
の
３
割
以
下
の
地
場

産
品
」
に
限
定
す
る
指
定
制
度
の
影
響
と
み
ら
れ

る
。
な
お
、
受
入
額
の
ト
ッ
プ
は
大
阪
府
泉
佐
野

市
の
185


億
円
。
そ
の
ほ
か
、
宮
崎
県
都
城
市

1
0
6
億
円
、
北
海
道
紋
別
市
77
億
円
、
同
白
糠

町
67
億
円
、
同
根
室
市
66
億
円
、
宮
崎
県
都
農
町

52
億
円
、
佐
賀
県
上
峰
町
47
億
円
な
ど
で
多
か
っ

た
。
な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集
費
用
は
、
返

礼
品
調
達
費
1
、3
7
4
億
円
（
構
成
比
28
％
）、

返
礼
品
送
付
費
3
7
7
億
円
（
同
８
％
）、事
務
費

3
9
4
億
円
（
同
８
％
）
な
ど
。
ち
な
み
に
、
18

年
度
の
返
礼
品
調
達
費
は
35
％
だ
っ
た
。

　

一
方
、
2
0
2
0
年
度
課
税
の
控
除
額
は
約

3
、
3
9
1
億
円
（
前
年
度
比
４
％
増
）
で
、
控

除
対
象
者
は
約
4
0
6
万
人（
同
３
％
増
）。
団
体

別
で
は
、
横
浜
市
1
4
5
億
円
、
名
古
屋
市
86
億

円
、
大
阪
市
71
億
円
な
ど
大
都
市
が
連
な
る
。
な

お
、
東
京
23
区
の
特
別
区
長
会
が
８
月
７
日
に
ま

と
め
た
21
年
度
国
の
施
策
・
予
算
要
望
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
税
額
控
除
（
19
年
度
）
が

4
3
1
億
円
に
及
ん
で
い
る
と
指
摘
し
、
抜
本
的

見
直
し
を
求
め
た
。

◎
児
童
生
徒
１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
配
置
へ

や
や
進
展

－

文
部
科
学
省

　

文
部
科
学
省
は
８
月
28
日
、
学
校
教
育
（
公
立

小
・
中
・
高
校
）
の
情
報
化
実
態
調
査
結
果

（
2
0
2
0
年
3
月
１
日
現
在
）を
発
表
し
た
。
政

府
は
児
童
生
徒
１
人
に
１
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
配

置
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
１

台
当
た
り
の
児
童
生
徒
数
は
4
・
9
人
で
、
前
年

5
・
4
人
よ
り
や
や
普
及
し
た
程
度
。
ま
た
、
普

通
教
室
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
普
及
率
も
48
・
3
％
で
前

年
41
・
0
％
よ
り
上
昇
し
た
が
、
な
お
過
半
数
を

割
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
は
96
・

3
％
（
前
年
93
・
9
％
）
だ
っ
た
。
な
お
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
１
台
当
た
り
児
童
生
徒
数
は
、
佐
賀
県

1
・
8
人
を
ト
ッ
プ
に
、
熊
本
・
大
分
県
各
3
・
2

人
、
高
知
県
3
・
4
人
な
ど
で
普
及
率
が
高
か
っ
た
。

　

一
方
、
政
府
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
Ｉ
Ｔ

活
用
懇
談
会
は
８
月
11
日
、
最
終
報
告
を
ま
と
め

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
係
で
デ
ジ
タ
ル
化

の
遅
れ
が
顕
在
化
し
た
と
し
、
予
算
書
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
な
ど
行
政
部
門
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

を
国
は
３
年
、
自
治
体
は
５
年
で
推
進
す
べ
き
だ

と
し
た
。
併
せ
て
、
Ｉ
Ｔ
基
本
法
の
抜
本
改
正
案

を
次
期
通
常
国
会
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
。
ま

た
、
高
市
早
苗
総
務
相
は
８
月
７
日
の
記
者
会
見

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し

て
利
用
す
る
申
込
を
同
日
か
ら
始
め
た
と
発
表
し

た
。
同
制
度
は
来
年
３
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

井
田　

正
夫
）
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氷
川
町
は
、
平
成
17
年
10
月
１
日
に
竜

北
町
と
宮
原
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
熊
本
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
県
都
熊
本
市

か
ら
南
へ
30
㎞
に
位
置
し
、
町
の
中
央
部

を
東
か
ら
西
へ
町
名
の
由
来
と
な
る
二
級

河
川
「
氷
川
」
が
流
れ
、
南
北
に
走
る
国

道
３
号
を
境
に
東
部
の
丘
陵
地
帯
で
は
、

梨
や
晩
白
柚
な
ど
の
果
樹
栽
培
、
西
部
の

田
園
地
帯
で
は
、
も
ち
米
、
イ
草
、
苺
、

ト
マ
ト
、
露
地
野
菜
な
ど
が
栽
培
さ
れ
る

農
業
が
盛
ん
な
総
面
積
33
・
３
㎢
、
人
口

１
２
、
０
０
０
人
の
小
さ
な
町
で
す
。

町
土
の
約
半
分
は
干
拓
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
て
お
り
、
古
く
は
17
世
紀
か
ら
19
世

紀
の
江
戸
時
代
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
昭
和

42
年
に
西
の
八
郎
潟
と
称
さ
れ
る
５
２
８

ha
の
面
積
を
擁
す
る
「
不
知
火
干
拓
」
が

築
造
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

干
拓
地
ゆ
え
に
水
害
と
の
戦
い
は
宿
命

で
あ
り
、
昔
も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

私
の
記
憶
に
も
、
幾
度
と
な
く
大
雨
で

辺
り
一
面
水
没
し
、
道
路
と
の
境
が
分
か

ら
な
い
中
、
電
柱
を
頼
り
に
登
校
し
た
こ

と
が
鮮
や
か
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
農
業

基
盤
整
備
事
業
に
取
り
組
ま
れ
、
区
画
整

理
に
よ
る
用
排
水
路
の
分
離
、
排
水
機
場

の
設
置
、
さ
ら
に
は
農
業
用
水
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
化
が
図
ら
れ
、
農
業
生
産
の
基
盤

が
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
施
設
の
老
朽
化
に
加

え
、
農
業
経
営
の
変
遷
に
伴
い
農
地
の
汎

用
化
を
め
ざ
し
た
再
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
先
人
が
尽
力
さ
れ
て
き
た
こ
の

土
地
改
良
事
業
は
、
単
に
農
業
生
産
の
基

盤
が
確
立
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
町
民
の

生
命
・
財
産
を
水
害
か
ら
守
る
と
い
う
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
私
は
50
歳
の
時
、
32
年
間
の
役

場
職
員
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
、「
安
心

し
て
暮
ら
せ
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
政
治
信
条
に
平
成
21
年
11

月
現
職
に
就
任
し
て
11
年
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。

就
任
し
て
、
最
初
に
手
掛
け
た
の
が
、

先
述
し
た
農
業
基
盤
の
再
整
備
で
あ
り

ま
す
。

基
礎
調
査
か
ら
受
益
農
家
の
合
意
形
成

に
至
る
ま
で
5
年
、
事
業
に
着
手
し
て
現

在
6
年
目
を
迎
え
、
令
和
７
年
度
の
完
成

を
見
込
ん
で
お
り
、
自
治
体
の
事
業
は
一

朝
一
夕
に
は
で
き
な
い
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

同
時
並
行
で
進
め
た
事
業
が
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
事
業
（
以
後

Ｓ
Ｉ
Ｃ
と
表
記
）
と
学
校
施
設
の
大
規
模

改
修
耐
震
補
強
事
業
で
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｉ
Ｃ
は
、
就
任
6
か
月
前
に
国
の
連

結
許
可
が
下
り
た
も
の
で
し
た
が
、
議
会

内
も
賛
否
両
論
あ
り
、
事
業
予
算
が
一
時

凍
結
さ
れ
る
波
乱
の
船
出
で
あ
り
ま
し

た
。
二
元
代
表
制
の
洗
礼
を
受
け
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
事
業
の
必
要
性

を
理
解
し
て
頂
き
事
業
に
着
手
、
６
年
の

歳
月
を
経
て
平
成
28
年
３
月
に
宇
城
・
氷

川
Ｓ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

学
校
施
設
の
大
規
模
改
修
並
び
に
耐
震

補
強
事
業
も
平
成
21
年
度
か
ら
年
次
計
画

で
推
進
し
、
町
内
５
つ
の
小
・
中
学
校
校

舎
、
体
育
館
及
び
武
道
場
全
て
の
改
修
が

平
成
28
年
３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
28
年
４
月
熊
本
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。

本
震
及
び
前
震
の
激
し
い
揺
れ
は
経
験

の
な
い
も
の
で
、
本
町
で
も
震
災
関
連
死

３
名
、
海
岸
堤
防
の
破
損
、
農
地
の
液
状

化
、
道
路
の
隆
起
陥
没
、
農
業
用
水
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
破
損
25
ヵ
所
を
は
じ
め
、
１
、

０
０
０
棟
余
り
の
建
物
が
被
災
し
、
内
３

５
０
棟
を
解
体
す
る
未
曾
有
の
災
害
で
あ

り
ま
し
た
が
、
学
校
施
設
は
ほ
ぼ
無
傷
で

避
難
所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

宇
城
・
氷
川
Ｓ
Ｉ
Ｃ
を
経
由
し
て
、
支
援

物
資
の
受
け
入
れ
や
生
活
道
路
の
補
完
と

し
て
活
用
が
で
き
ま
し
た
。

結
果
論
で
す
が
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」の
こ
と
ば
を
実
感
し
た
瞬
間
で
し
た
。

全
国
か
ら
の
励
ま
し
の
言
葉
や
支
援
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

首
長
と
し
て
何
よ
り
心
強
く
感
じ
た
の

は
、
国
・
県
か
ら
の
支
援
は
も
と
よ
り
、

役
場
職
員
の
懸
命
に
頑
張
る
姿
勢
で
し

た
。
発
災
直
後
か
ら
通
常
業
務
の
傍
ら
、

避
難
所
の
対
応
、
被
害
認
定
調
査
、
罹
災

証
明
の
発
行
、
被
災
ご
み
の
受
入
れ
、
被

災
家
屋
等
解
体
手
続
き
、
生
活
再
建
支
援

等
手
続
き
、
応
急
仮
設
住
宅
入
居
手
続
き

な
ど
全
て
の
震
災
復
旧
事
務
を
他
自
治
体

か
ら
の
職
員
派
遣
を
受
け
ず
に
、
１
３
０

名
足
ら
ず
の
職
員
の
み
で
職
務
を
遂
行
し

た
こ
と
は
、
誇
る
べ
き
人
財
で
あ
り
町
の

宝
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ

り
熊
本
県
を
は
じ
め
全
国
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
、
近
隣
の
八
代

市
、
人
吉
球
磨
地
域
、
芦
北
地
域
の
惨
状

は
熊
本
地
震
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
し
か
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
渦
中
で
の
対
応
は
困
難
を
極
め
る

と
察
し
ま
す
が
、「
苦
難
は
超
え
ら
れ
る

も
の
に
し
か
与
え
ら
れ
な
い
」
と
の
信
念

を
持
ち
、
こ
う
べ
を
垂
れ
る
こ
と
な
く
共

に
前
を
向
い
て
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。
住
民
生
活
を
最
前
線
で
守
る
町
村
の

誇
り
に
か
け
て
！

随  想

藤
ふじ

本
もと

　一
かず

臣
おみ

熊本県氷
ひ

川
かわ

町長　

日々前進
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